近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１４クール日報（３月１６日～３月２２日）
	報告日
天気
	３月１７日（日）
曇りのち雨
（気温：５度～1６度）
	報告者
	兵庫県社協　久保
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１３クール：藤田、大橋、小谷、西谷、杉本、武智、佐田、崎野、納庄
１４クール：吉村、芦谷、大江、大西、熊代、南、沖野、粟田、田淵、久保
※１４クールへの引継ぎ日

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:10 ボランティア送り出し完了
（田鶴浜、東湊、徳田）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:30 本部で活動者報告受付
15:45 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾美術館（１日目）

	
	17:30 終礼
18:00 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:30 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V92名（延べ125名）、現地調査18件（一般13件、現場系1件、キャンセル4件）ニーズ対応18件（うち完了18件、継続0件）］
●マッチング担当
・訪問先の様子をバディコムにて撮影したデータの共有がボランティアよりあった。取り扱いについては、今後は七尾市社協から提供された保存専用のＵＳＢにデータを保存して、バディコム内のデータは削除するように対応。
・ボランティアより完了で報告が上がっていた訪問先より、夕方ごろ「ボランティアがまだ来ない」との問い合わせがあった。ＶＣ内での推測ではあるが隣家が同じ苗字であり、誤って違う訪問先を訪ねたこと・ボランティアが訪問時に苗字のみ確認したことが要因だと思われる。今後同様の間違いがないよう、訪問先にはフルネームで必ず確認を取る必要がある。
・仮仮置き場に搬入されたタンスの中から私物が発見された。タンスは中身が空になっているかを確認するよう、ボランティアに対して注意を呼び掛ける必要がある。
●資材担当
・一連の業務を14クールに引継ぎ。
・早期帰着したチームに掃除を依頼。ボランティアの手を借りてブルーシートやトイレ掃除等、人手が必要な作業も行った。
●現地調査担当
　・本日はVコーディネーターが多く、視察も兼ねて現地調査を実施できた。
●仮仮置き場担当
・御祓地区の独自ボランティアが今日限定で仮仮置き場を利用していたこともあり約120～130件持ち出しがあった。活動が早いタイミングで終わったボランティアに仮仮置き場の搬入搬出に協力してもらったが、明日以降持ち越しになった災害ゴミが多数。

	今後の主な予定
	●明日3/18(月)の動き
・明日より県ボラ入れ人数100名に拡大。
・本日訪問できなかった活動先には、明日朝一番で訪問するよう調整。既に明日のマッチングを進めていたため、仮仮置き場の人員を朝一番で当該訪問先にマッチングするよう調整。
・明日金沢大学より13名活動に参加。

	調整課題・所感等
	・20日より関東Ｂブロックより3名派遣。業務内容（特に仮仮置き場）を共有できるよう調整する必要がある。
・来週以降のテント村プロジェクト開始に伴い、テント村から多くのボランティアを募る予定だが、テント村からのボランティアの数が想定を大幅に下回る可能性もある。七尾市社協とも連携しながら既に動向を注視していきたい。
・終礼でも共有されたが、依頼者の生活を立て直すことが災害ボランティアの目的。災害前から困っていたゴミの廃棄場にならないよう、現地調査の際にボランティアでできることとできないことを明確に説明することが重要である。
・明日は14クール単体での活動初日。仮仮置き場設置2日目ということもあり、マッチング数を伸ばせるよう、各班連携しながら取り組んでいきたい。

	その他
	・4月以降、仮仮置き場の設置期間を中3日から中4日に変更する可能性あり。撤収日と開設日をこれまで別日にしていたが、クール間の引継ぎを行う際に人数が倍になるタイミングを活用してマッチング数を増やすことが狙い。
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